
 

２０２６年１０月１６日 

 

池上線千鳥町駅“木になるリニューアル” 

リニューアルした男性用および女性用の駅構内トイレを１０月２０日から供用を開始します 

 
東急電鉄株式会社 

 

当社は、なにげない行動からだれもがこれまで以上に森林資源の循環に貢献できる“木と人がめぐるまちづくり”

を目指す「ＳＯＣＩＡＬ ＷＯＯＤ ＰＲＯＪＥＣＴ」の一環として、２０２５年３月から池上線の千鳥町駅において、木材を

活用した駅リニューアル工事「木になるリニューアル」を進めています。 

 

 このたび、五反田方面ホームでリニューアルを進めていた男性用および女性用の駅構内トイレについて、２０２６

年１０月２０日（火）初電から供用を開始します。 

 なお、同駅の「木になるリニューアル」については引き続き工事を進めてまいります。 

ご利用のお客さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以   上 

▲駅構内トイレ外観イメージ ▲駅構内トイレ内観イメージ 



【別 紙】 

■「池上線千鳥町駅木になるリニューアル」工事概要 

○建物名称： 池上線千鳥町駅 

○所 在 地： 東京都大田区千鳥１丁目２０－１ 

○工事内容： ・ホーム屋根建替え・延伸（ホーム全体に屋根がかかります） ※「あきた材」、「多摩産材」を活用 

・駅舎内外装および駅構内トイレのリニューアル 

○着   工： ２０２５年３月 

○竣工予定： ２０２６年１２月 

 

■「ＳＯＣＩＡＬ ＷＯＯＤ ＰＲＯＪＥＣＴ」とは 

東急線沿線でさまざまな“木にいいこと”を知って・参加して・応援する機会が得られ、なにげない行動からだれも

がこれまで以上に森林資源の循環に貢献できる“木と人がめぐるまちづくり”を目指すプロジェクト。本プロジェクト

の取り組みは以下の４軸において展開し、当社だけでなく共創パートナーや沿線にお住いの方々と連携し、推進

していくことを目指します。 

 『木材活用』…本プロジェクトのコア事業。駅をはじめとする当社のさまざまな施設、設備やまちの中における木

材活用の機会を創出し、広げることを目指します。 

 『地方創生』…地方の木材を都市で活用する“地産都消”の取り組みや、地方自治体と連携した取り組みなどを 

通じた都市と地方の交流機会の創出を目指します。 

 『ＣＳＶ（共創価値創造）の社会実装』…日本の森林や林業が抱える課題に対して共創パートナーとタッグを組ん

で多彩なアプローチを検討することで、社会課題の解決を目指します。 

 『コミュニティ醸成』…東急線沿線を中心としたさまざまな地域で森林資源の循環につながる取り組みを実施し、 

企業や住民の方々といった多様な主体が参画できるコミュニティの創出や活性化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SOCIAL WOOD PROJECTロゴ＞       ＜SOCIAL WOOD PROJECTビジョンマップ＞ 

 

オフィシャルサイト：https://ii.tokyu.co.jp/withheart/socialwood_project 

 

https://ii.tokyu.co.jp/withheart/socialwood_project


■「木になるリニューアル」 

当社はこれまで、駅舎開業から長きにわたり親しまれた駅施設において、「木になるリニューアル」として東京都多 

摩地区で生育・生産される木材「多摩産材」を用いたホーム屋根の建替えや、駅舎内外装等の改修を実施してきまし 

た。これまでに池上線戸越銀座駅、旗の台駅、長原駅において「木になるリニューアル」を実施しており、今回の千鳥 

町駅は４駅目となります。環境配慮の観点では、木材をふんだんに使用することで、鉄骨造に比べて建設時のＣＯ２

排出量の抑制、炭素の固定化に寄与しています。また、今後は“地産地消”はもちろん、地方の木材を都市で活用す

る “地産都消”という考え方のもと、地方材の利用にも取り組んでいきます。なお、２０２６年２月から池上線石川台駅

においても「木になるリニューアル」に着手しています。 

 

 

 

 

 

 

 

・池上線戸越銀座駅（２０１６年度）  ・池上線旗の台駅（２０１９年度）    ・池上線長原駅（２０２１年度） 

 

 

 

 

 

 

 

・池上線千鳥町駅（２０２６年１２月竣工予定）  ・池上線石川台駅（２０２７年度竣工予定） 

 

 
■駅構内トイレリニューアル 
 当社では、時代に即した社会価値の持続的な提供を目指すため「旅客設備整備方針」を策定し、お客さまの
駅ご利用時の快適性と利便性向上を目的として、駅ごとに定期的なトイレリニューアルに取り組んでおり、これ
までに「３つの１００％」を完了しています。 
今回の千鳥町駅においては、多機能トイレとは別に、男女トイレ内にもベビーカーが入れる広さを備えたブ

ースを設置し、おむつ替えスペースを整備することで、乳幼児をお連れのお客さまもご利用しやすい設計として
います。 
また、２０２６年冬頃には荏原中延駅にも駅構内トイレを設置予定で、これにより東急線全駅※１に駅構内ト

イレの設置が完了します。 
 
【当社線各駅構内トイレ「３つの１００％」】 
●当社線内構内トイレの大便器洋式化１００％ ※２ 
●ウォシュレット®設置１００％ ※３ 
●手洗器非接触・自動水洗化１００％ ※４ 

 
※１ 世田谷線（上町駅除く）、こどもの国線は構内トイレがございません。 

※２ 荏原中延駅を除く設置駅全８７駅で完了しています。（なお、全個室内にシートクリーナーを設置） 

※３ 「ウォシュレット」は TOTO株式会社の登録商標です。 

※４ 多機能トイレ内の補助的手洗器・オストメイトは一部手動水洗です。 

 

以   上 

 

 


